
　「協働通信」は、「那覇市協働によるまちづくり推進協議会～なはおせっかいワクワク隊～」の

行う事業の一環として、毎月発行しています。

○協議会の活動紹介

・協働大使那覇まちま～いについて

　平成23年10月25日（火）に、協働大使那覇まちま～いを開催しました。
　10月は、同月に開催された、世界のウチナーンチュ大会の開催にちなんで、福州園等の国際色を感じられる
コースを巡った後、若狭バースに移動して、大型クルーズ船の船内見学をしました。
　今回は、ＮＰＯ法人「街角ガイド」さん、「ナハ・シー・パラダイス協議会」さんのご協力により、なんと
約90名もの協働大使の方々に参加していただき、とても賑やかな雰囲気で実施することができました。
　協働大使那覇まちま～いは、今後も定期的に開催していく予定です！！次回以降も多くのみなさんのご応募
をお待ちしています。
　※当事業は、那覇を知ることで地域への愛着を深め、参加者同士の交流を図ることを目的に開催されます。

※協議会の活動状況等については、那覇市協働大使活動支援センターのブログ等でもご覧になれます☆彡

　那覇市協働大使活動支援センターブログ：　http://kyoudou78.ti-da.net/ （※フェイスブックもやっています。）

○役員の紹介　③

第４号　平成23年11月21日

　　　　　　　①福州園前での集合写真 　②街角ガイドのみなさんによる、わかりやすい説明つき☆

　　問合先：那覇市協働によるまちづくり推進協議会事務局　861-3846

　③いざ、大型クルーズ船内へ！！！ 　　④約90名もの協働大使のみなさんが集まりました♪

♪♪♪　まちま～いの様子はこちら　♪♪♪

那覇市協働大使活動支援センター
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東日本大震災は、行政はもちろん、地域・市民のコミュニティをいとも簡単に分断し

た。こういう事態に陥った時、繋がりが保持できる強固な面展開の地域ネットワークが

必要とされる。これこそ我等が那覇市の目指す「協働のまちづくり」であると思う。

各地域で活躍されている４４２名の協働大使をどうすれば線で結ぶことができるのか、

「なはおせっかいワクワク隊」の本年度の主要テーマである。

「ゆんたく会」、「まちまーい」、「市民協働大学」との連携等を通じて少しずつ新たな

繋がりの芽が生まれてきている。今が陣痛の時か、協働大使一人ひとりが課題を共有

化し、まちづくりの理念「みんなで創ろう、子どもの笑顔が輝くまち」の実現に向け共生、副会長 大浅田 均


